
P I C K U P  N E W  R U L E S
今回取り上げるのは

2024年問題〜物流・運送業〜
概要
2024年4月からトラック・バス運転手の時間外労働の上限が年間960時間に制限されるなど規制が強化さ
れることで、人手不足のほか物流・運送への影響が懸念されています。
背景となる法令としては、自動車運転者の労働時間等の改善のための基準（改善基準告示）が、「自動
車運転者の労働時間等の改善のための基準の一部を改正する件」（令和４年厚生労働省告示第367
号）により2022年12月23日に改正され、2024年４月１日から適用開始されました。

道路貨物運送業の長時間労働の要因の中には、取引慣行などの個々の事業主の努力だけでは見直す
ことが困難なものがあります。特に、道路貨物運送業における長時間労働の自主的な改善を困難としてい

る要因の一つとして、荷主・元請運送事業者の都合による「長時間の荷待ち」や、荷役作業（荷積、荷
卸し、附帯業務）があります（下図実態調査結果参照）。厚生労働省は、その改善に向けて、荷主・
元請運送事業者に対する「要請」等の取組を2022年12月から開始しています（リーフレット参照）。
2023年6月には「物流の適正化・生産性向上に向けた荷主事業者・物流事業者の取組に関するガイド
ライン」が策定され、荷待ち・荷役作業の改善に向けた取り組みが定められています。道路貨物運送業の
長時間労働の改善に向けて、改善の進捗が注視されます。

★「荷待ち時間」とは、配達荷主（荷主、送り主）や物流施設の都合によってドライバー側が待機して
いる時間のことであり、到着日時から出発日時までの時間のうち、業務（荷積み、荷卸し、附帯業務
等）および休憩に係る時間を控除した待機時間を指す。
★ 「附帯業務」とは、品代金の取立て、荷掛金の立替え、貨物の荷造り、仕分け、検収及び検品、
棚入れ、ラベル貼り、その他運送事業に附帯して一定の時間、技能、機器等を必要とする業務をいう。

ガイドラインでは、発荷主事業者及び着荷主事業者に対して、荷待ちや荷役作業等にかかる時間を把握
した上、それらを2時間以内とし、これを達成した場合には1時間以内を目標に更なる時間の短縮に努め
ることや、運送契約の適正化について定めています（荷待ち・荷役作業時間2時間以内ルール）。
ただし、現在はこの2時間以内ルールに法的拘束力はありません。

Pick Up Point 長時間労働の要因となる荷待ち・荷役作業等時間

産業保健法学会広報委員会

№7 2024/10/31

国土交通省. 2021年トラック輸送状況の実態調査結果（概要版） 厚生労働省. STOP！長時間の荷待ちリーフレット


	Slide 1

